




〈研究目的〉

出生率が低下するなかで、次代を担う子どもが心身ともに健やかに生まれ育つための環境

づくりは、極めて重要な課題となっている。近年、核家族化や家庭における養育機能の低

下,地域連帯感の希薄化,都市化の進行,女性の社会進出など、子どもと家庭をとりまく地

域環境は大きく変化してきている。

一方、高齢化社会の進展のなかで、出生数の減少はわが国の社会・経済の活力を低下させ

るおそれがあるとともに、子どもたち自身にとっても、身体面・精神面あるいは社会性の

面でその健やかな成長への影響が懸念される。そこで、子どもをとりまく環境における、

このような著しい変化に対応すべく、母子環境対策整備の緊急性が求められている。

当研究班では、来る 21 世紀の母子保健事業に向けてのアプローチとして本研究を実施し

た。


